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佛
國

K

於
：
け
る
比
例
代
表
運

田

Ml

多

數

政

治

は

可

な

6

、而

ポ

多

.數

■
制

は

忍

ぶ

可

ら

.突

®
.制
の

.不
可

な

る

は

、多

數

と

少

數

と 

に

於

て

毫

ダ

選

ぶ

處

な

き

な

6

0

故

に

政

.黨
政

治

.の
極

、
多

數

壓

制

の

行

は

る

.

〜

や

、之

が

.傭
，正 

策

i
し

て

官

僚

政

治

K
依

ら

ん

，と

す

る

？

の

あ

6

、英

國

.の
軟

瑜

家

，ポ

最

も

.進
步

せ

る

，思

S
を 

跑

け

る

y
ラ

ム

-ン
ォ

'レ，
ス

の

如

さ

は

，卽

ち

楚

、ル

な

ろ

、而

ダ

民

主

政

治

の

，大

勢

は

宮

祭

政

治
 

i
相

背

‘勒
す

る

ダ

の

あ

6

、鼓

に

放

て

か

.公

®
.
投

票

制

度

と

比

例

代

表

制

度

と

を

以

て

、政

黨

政 

治

の

缺

陥

を

補

は

ん

と

す

る

の

論

者

乏

し

g

ら

す

。

公

S
役

票

制

.度

は

激

ら

く

之

を

措

き

比
 

例

代

ま

制

度

に

至

6

て
は
、元

來

少

數

代

*
虫

養

の

究

成

せ

ら

れ

お

る

者

に

し

て

、旣

.に
據

溯

、南 

W
等

の

殖

25̂

地

は

固

ょ

瑞

西

の

.聯
邦

、獨
逸
の
グ
ユ
ル
テ
ン

.ベ
ル

.グ、霧
蘭

を

始

め

、獨

立

の

國

，家 

に

あ

.

<TN

て

は

白

S
義
、瑞
典
、丁
妹
、セ
ル

.'
グ

ィ

ア

等

に

施

行

さ

4

、そ

の

他

ザ

ア

グ

セ

ン

王

闕

和

雄
 

王

國

等

に

グ

之

，，が

採

用

の

0

わ

6

、獨

逸

帝

閥

，

#
會

の

選

舉

に

ダ

-
:
^
を

探

用

せ

ん

i
の

励

機

ぉ
 

ゃ

、本

ギ

四

ガ

+
七HI

保g
：v

卞

炎

兩

黨

幷

にI

部

闘

民

0

由

黨

の

反

對

あ

6

し

爲

ーa!

九

骤

，！

.

;
,
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於
け
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t
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■
-

.

.

,

侧
閥
に
於
け
る
比
例
代
表

ii

軌 

0
0
^
r

四

0
、

卽

ち
一

粟

の

差

，を

以

て

破

れ

お

ろ

。

而

し

て

新

思

想

新

制

度

を

他

界

に

媒

介

す

る

の

任 

務

を

帶

ぶ
,
， P

の

な

6

と
自
資
せ
る
佛
國

.は
、I

旦
.次
囘
の
.總
選
攀
よ

6

之
を
實
施
せ
ん

i

す
る
，

 

に
至
れ

 

<
>
。

位
し
目
下
に
あ
，&

て
は
ち
に
之
を
實
施
せ
ん
こ
と
は
殆
ん
ど
絕
望
の
姿

i

な 

れ
る
も
比
例
代
表
運
動
は
早
晚
佛
國
に
於
て
成

.功
す
る
の
日
あ
る
可
き
を
以
て
鼓

U
’

聊
み
司 

運
動
の
®
未
を
叙
し
且
そ
の
實
施
せ
ん

i

し
お
る
制
度
に
贊
し
て
批
評
を
加

へ
ん
と

す
。

k
 

$

攀

E

單
記
の
我
理
行
選
擧
制
度
は
、不
完
全
な
が
ら
比
例
代
ま

Q

主
意
に

合

へ

る
だ
の
な

i 

ぱ
余
輩
は
こ
の
記
事
ね
我
選
擧
法
改
正
偷
者
の
參
照

i

な
る
可
き
を
疑
は
さ
る
な

6

。

.

.

-

~ 

' 

,
 

V

倘

画

の

政

界

は

其

内

閣

，の

窺

命

な

る

を

特

徵

し

、常

に

動

搖

し

て

寸

時

，，

P

止
む
蹄
な
か
ろ 

し
が
、ド
レ
ィ
プ
ユ

I

ス
事
件
に
共
和
國
體
の

S

礎
を
震

誠
..

せ

レ

よ
ろ
却
て
雨
降
て
地

®

I

. 

九

百

一

年

六

ガ

下

旬

愈

進

黨

并

に

社

會

，主

義

急

進

黨

か

第

j

囘
の
聯
合
大
會
を
蘭
催
せ
し
以 

想
南
派
は
政
府
黨
の
中
堅
と
な

-CS、

左
提
右
携
し
て

-

 ̂11
^
:
1

を
維
持
し
多
年
多
數
壓
制
の
利 

益
を

®

斷
し
お

i

少
數
代
表
の
主
張
が
多
數
壓
制
に
反

S

し
て
唱
道
せ
ら
れ
し
ダ
の
な
る 

を
知
ら
ぱ
ギ
ネ
百
一
年

.十
二
月
十
三
日
ィ

t

グ
a
ギ
ユ

 ̂

J
を
會
長

i

し
、ァ

I

ド
ル
プ

•
力
ル

ノ

1
、ジ
ォ
ル
ジ
ラ
ピ
エ

-
、ゼ
ュ
ん
タ
リ

W
H

ル
グ
等
を
有
ザ
な
る
會
貴
と
し
て
化
例
代
表
同
盟

&
 

の
組
繊
せ
ら
れ
、而
し
て
そ
の
運
動
の
年
と
共
に
成
功
に
近
け
る
は
決
し
て
偶
然
の
事
件
と
目 

す
可
れ
ら
ざ
る
を
覺
ヴ
得
可
し
。
蓋
し
比
例
代
ま
の
主
義
は
經
驗
上
主
張
る
か
お
る
少
數
代

表
論
を
、更
に
學

H

的
に
建
設
せ
ん
と
す
る
ダ
の
に 

政
治
部
主
任
に
し
，て
、政
精
學
，校
の
憲
法
史
敎
授
お 

比
例
代

*

の
主
義
に
反
對
し
、千
八
百
九
十
七
年
に 

公
に
し
て
を
の
所
信
を
發
し
女
る
こ
と
あ

6

し 

し
て
，熱
心
な
る
比
例
代
表
論
者
と
爲

6

ギ
九
百
ニ 

に
同
僚
の
，問
に
遊
説
し
セ
ろ
。
翌
三
年
ニ

 

r
n
;̂

に
は
，
 

學
旅
行
を
試
み
て
、比
例
代
ま
制
度
實
施
の
狀
況
を 

ケ
グ
ノ
ア
等
》
代
識
院
の
比
例
代
表
調
査
委
員
會

外
な
ら
さ
れ
ぱ
な
み

0
 

7

兩
世
界
評
跪

』
の

る
シ

-

-

-

-

ル*ズ
ノ
ァ
の
如
き
替
て
は
公
然

は

『

近
世
a

家
の
危
機

』

と
®

す
る
著
述
を 

'
S、

此
例
代
表
同
盟
會
の
起
る
や
、之
に
加
盟 

年
選
ば
れ
て
代
議
院
に
入

6

し
ょ
6

盛
ん

同
盟
會

H

相
.

携
へ
て
ズ
リ
ユ
グ
.セ
ル
に
見 

視
察
し
、次
で
六
月
八
日
ル
ィ

*

ミ
ル
、シ
ヤ

一

 

に
同
盟
會
の
成
案
を
提
出
し
お

6

。

こ
の 

し
て

n

 

S
T

選
擧
區
と
究
め
、务
政
黨
の
候

提
案
は
白

S
義
の
選
擧
法
を
模
範
と
せ
る
ダ
の
に

補
者
を
連
記
名
維
と
し
て
列
記
し
、.選
擧
人
を
し
て
之
を
取
捨
せ
し
む
る
こ
と
な
，せ
し
が
滅 

頭
微
M

白
耳
義
法
を
踏
襲
せ
る
に
は
あ
ら
す
、連
記
名
簿
ほ
政
黨

t

e

於
て
定
め
お
る
順
序
に
よ

'

-
‘

邵
國
に
於
け
る
比
例
代
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巡
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職

‘

侧
刷
に
於
け
を
例m

⑩

,

ら
卞
し
て

:/ X

，
セ

順

と

な

し

、，選

舉

人

は

連

記

名0

に
就

.
て
，
そ

のj

を
選
ぴ

M

に
倏

W

者
の
ぅ
 

ち
に
就
て
こ
の
何
れ
を
推
選
す
る
や
を
表
示
す
可
し
と
定

.め
、ド
ン
ト
案
に
上

6

て
*K

 
ニ
、ニ I,

以
：
 

下
の
敷
を
以
て
各
政
黨
の
：得
票
を
除
し
、そ
の
商
の
ぅ
ち
に
就
て
最
大
數
ょ

6

數
へ
て
識

i

^
 

員
の
，
®

を
#
そ
の
最
後
の
商
を
以
て
選
擧
數
と
な
し
以
て
谷
政
黨
に
.配
當
す
可
き

l
i

員
數
を 

定
め
同
一
政
黛
の
候
補
者
問
に
あ

6

て
は
比
較
多
數
を
以
て
當
選
者
を

®

め

ん

と

せ

，り
。

代I
I

院
の
比
例
代
表
調
査
香
員
會
は
、選
舉
人
に
投
票
用
紙
中
の
，候

W

者
巧
お
を
加
除
す
る 

のc
n

山
を
與
へ
、此
自
由
を
.行
使
し
お
る
投
票
は
其
推
選
せ
る
各
候

f

f

i

卷
に
對

し

て

有
效

な
る 

ぉ
の
と
な
す
可
し
と
の
意
味
に
て
修
正
を
加
へ
、、/、ル
メ

 

ノ
デ
の
提
案
を
可
決
し
お

f
ノ。
斯
て 

千
九
西
六
年
の
新
識
會
召
集
後
普
通
選
舉
榮

W

會
が
前
會
期
委
賛
會
の
成
築
を
是
認
す
る
や
、
 

役
用
紙
中
の
候

S

激
氏
ぞ
を
か
除
せ
る
ダ
の

. 

效
力
を

K

に
有
效
な
ら
し
め
ん
と
し
て 

多
の

®

歡
f
e
f
e
u山
せ
ら
れ
れ

6
0 

0或
は

j

政
.黨
の
候

V

者
に
就
て
伽
除
を
行
へ
る
の
み
な 

る
と
き
は
當
該
政
ド
：

|
^
の
を

m
ル
に
か
ふ
可
く
、他
爾
餘
政
黨
の
候
，

W

者
を
ダ

#

せ
て
推
選
せ
ん
と 

す
る
ダ
の

〜

ポ
力
は
養
員
會
案
に
從

.み
可
し
と
云
ひ
，或
は
二
脚
以
上
の
政
黨
の
候

W

者
を

a
 

報
し
て
推

g
g

せ
る
ヶ
の
も
、

I

政
黨
に
對
し
て
推
選
の
桃

W

を
行
使
し
得
ザ
く

#

當
該
政
截
，の

i
i
i

I

iI

候

靴

者

中

に

就

き

と

人

を

.ダ
推

選

せ

f
o

る

蹄

は

之

を

無

效

と

す

，可

し

i
云
ひ
、或
は
、谷
改
黨
の 

候

1
¥
^
者

を

^
^
^
^
?
2
;
3

せ

る

者

は

又

各

政

黨

を

推

選

せ

る

ダ

の

i
見
做
し
、そ

の

連

記

名

德

採

還

の

權 

を
當
該
各
政
黨
に
分

.酣
す

可

し

と

云

へ

6
。

®
選(panachage)

の

自

由

は

政

黨

の

見

▲
ょ
ろ
す 

る

#
は
儀
ダ
厭
ふ
可
、を

S

の

ぃ

な

る

が

、
選

擧

人

の

獨

，
立

，を

.重
ん

#,

る
，の
結
架
此
動
議
の
提
出
を 

此

お

る

な

6
。

く

て

千

九

}

m

七

年

三

用

二

十

ニ

日

普

通

選

擧

妻

員

會

の

成

蜜

は

释

選

.暴
人 

は

自

由

に

獄

ル

員

i
同

數

の

候

W
者

を
推
選
し
得
可
く
、所
屬
各
，候

補

者

の

得

お

る

ま

票

を 

合

し

て

以

4

ぱ
該
政
黨
の
得

w
g
iな
す
す
し

.
i
.
定
め

.お

6
。

此
委
員
會
.の
成
案
は
會
期
の 

終

に

近

づ

き

て

漸

く

本

會

■
に
附
せ
ら
れ
、千

.か
，百

九

年

千

八

日

の

會

.織
に
於
て
第
一
條
，の 

生

 ̂

 ̂

s
S

は
，成

立

し

比

ザ

代

表

挑

用

の

意

伸

に

於

て

選

，攀

®
を
改

' 正
す
可
し

‘
i
の
原
則
は
確 

定

.せ

6
。

然
る
に
そ
の
全
：部

/
投

票

に

附

す

る

に

方

6
、內
閣
識
長
ズ
リ
ナ
ン
.は
會
期
の
終
に 

近
け
る
を
顾
，慮
し
、！

^
に

切

迫

せ

る

選

攀

に

於

て

之

r
適
用

.す
る
の
，準

備

に

向

て

貴

任

を

賣

ふ

' 

能

は

す

i
ホ
へ
て
信
任
投

W.ホ
を

要

め

し

ょ6、第
一
條
は
全
，體

に

於

て

否

決

せ

ら

れ

お

‘6で

ニ 

‘ 

/

,

.

;

-

:::  

-  

千
丸
ぽ
ポ
の
初
：な
を
以
て
挑
行
さ

，4

お

る

佛

國

代

議

院

總

選

舉

の

結

嚴

は

：

同

年

七

.，月
，冗

佛
W
に
於
け
る
比
例
代
爽
孤
動

1
?
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佛
國
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け
る
比
佩
め
表
躯

動
：
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日

の

ジ
ユ
：
ル
ナ
，：ル
，ォ
フ

ィ

シH
,

ル
を
'以

て

公

表

さ

れ
お

る

が

、
之

に

，
據

：

る

に

右
黨
は
十
九

人
、自 

由
黨
は
三
十
四
人
、獨
立
右
：黨
は
ニ
十
人
、進

步

は

七

十

五

人
、
民
ま
左
黨
は

.

七
十
三
人
、急
進
黨 

は
百
十
二
人

f

f

i

會
主
義
.翁

進

黨

は

百

四

十
八
人
、
獨
立
社
會
黨
は
三
十
人

Xロ
同
；
^

會
黨
は
七
十 

五
人

(

但
し
外
に
共
和
黨
社
會
黨

.

に
近
く
而

7
5
P

何
れ
の

.

黨
'

派
に
ダ
加
：盟
せ
：ぎ

る

ダ
の
：
プ

ブ
ア
ン
、
 

ミ

ル
ラ

ン
以
下
七
人
、右
驚
に
ダ
政
派
に

加
は
、

ら
ヤ

J

る

ダ
の
二
人
、死

G

‘

者
二
人
あ

-

り)

ぉ
出
し
化 

る
を
以
て
、政
府
の
中
堅
お
る
急
進
主
義
兩
派
：

^

之
を
解
散

.

前
の
ニ
.百

六

十

九

.
に̂
比
ず
れ
ぱ 

聊

ヵ

勢
力
を
夹
墜
せ
し
と

雖

ダ

而

ダ
獨
立
社
會
黨

、民

主

左
黨
滸
に

七

人

の

無
听
屬

を

仓
實
す 

る
特
は
、總
針
五
百
丸
十
七
人
の
ぅ

ち

三
百
七
十

人

ま

め

、依
然

と
し
て
，

政
局
を
左
右
す

る
こ 

と
を
得
お

6

。
而
し

て

當
辟
各
政
黨
が
四
月
！

 ！

十
四
日
の
第
一
同
役
票
に
於
て
得
お
る
票
數 

を
調
査
す
る
に
、ァ
：ル
ジ
f

t

そ
の
他
の
殖

.

民
地
を
除
き
、有
效
投
票
總
計
八
百
め
四
十
萬
六
千
五 

百
，八

十
七
票
に
し
て
、之
を
前
記
の
各
政
黨
に
酣
當
す
る

.

特

は

，
左

の

如

し

。

S

由
撒
圃
民
黨
そ
の
他.
 

進

ホ

黨
 

ほ
生
左If

魚
進
路
及
社
會
生
義
 <1̂

進
撒

1
"五
三
七>
!
1ニ
<
辦 

】
、
1
ニ
七
，0
七
0 

九
！

i
n
r

四】

三 

三
J
!九
九
、
七

M
七

獨
立
針
.
,
徵
 

一

二
八
七
、
六
八

11 

合
同
能
會
撒
 

1
、
1
! 

r
i
m

七

卽
も
政
所
黨

i
目
す
可
き
四
派
は
總
計

t
<

百
四
十
萬
六
千
五
百
八
千
七
票
の
ぅ
ち

.四
百
六
十 

三
寓
八
百
，四
十
ニ
票
を
得
お
る
也
。

今
湖
本
國
に
於
て
選
出
ず
可

e
代
議
士
の
數
を
後
に
詳 

述
す
可
き
ズ
リ
ア
ン
案
の
如
く
五
百
六
十
二
人

.と
し
て
之
を
以
て
役
票
總
數
を
除
す
る
將
は
、
 

一
萬

®
千
丸
百
六
十
票
と
な
る
が
故
、政

,
黨
，の
四
派
は
合
計
三
百
十
人
の
議
員
を
得
可
き
割 

仓
‘な
6
、社
會
黨
は
七
十
四
人
の
割

A
nな
れ
ぱ
、實
際
の
結
巢
は
大
差
な
し
と
雖
ダ
、進
歩
黨
は

1  

寓
四
千
九
百
六
十
票
を
以
て
そ
の
總
得
票
を
除
す
れ
ぱ
七
十
五
人
を
得
可
く
、總
投
票
百
五
十 

三
萬
七
千

ML.

百
二
十
八
に
達
せ
る
右
黨
は
百
三
人
の
議
員
を
舉
げ
得
可
き
實
カ
ぁ
ク
。
故

'
 
に 

T々S

進

主

義

者

を

卞

蠻

と

せ

.，る

政

府‘黨
の

ぅ

ち

に

料

比

例

代
.表
の

.
,
行
を
好

i
タ
’る
ぁ
の

'最
么 

多
し
。
然
れ
と
ダ
共
和
主
義
比
例
代

S
同
盟
の

.調
査
に
據
る
に
、こ
：の
千
丸
西
十
年
.の
總
選
擧 

に
際
じ
嬉
役
票
八
百
二
十
三
萬
八
千

H
百
票
の

ラ

ち
、
0
百
六
十
八
萬
七
千
三

.Kn  
二
十
七
票
は
、
 

比
例
代
ま
の
：養
成
者

.に
投
せ
ら

§

百

!
1

十
寓

!
1

千
四
百

.八
十
四
票
は
そ
の
反
對
蕃
に

5

 

ら
れ
、三
十

M
萬

八

千

五

百

八

十

九

：票
は
：替

否

を

明

言

せざ

，る

候
W
者
に
投
，せ
ら
れ
お
る
を
以

佛
圓
に
於
せ
る
比
例
代
爽
猫
動
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、佛
闕
义
於
け.る
比
例
代
^
^
述

動• 

‘ 

I
ニ

て
選
攀
人
の
約
五

' 

分
.Q

三
は
選
擧
独
の
改
，

.

正
を
要
求
し
つ

〜

ぁ
6

、而
し
て
..-五
十
九
縣
は
替
成

に

し

て

二
十
八
職
は
反
骤
派
#》

力

ぁ

云

ひ

、E

里

選

出

，の
代

I
I

 

士

シ
ヤ

I

ル
•ズ
ノ
ア
ほ
新

識
會
に
於
て
は
比
例
代
ま
説

r

#

は

三

百十
！
！

人
を
數
へ
、外
に
約
十
五
人
の
贊
成
者
も
る
可
し 

ふ

豫

測
*

お
6

0

內
閣
鼠
あ

ノ

リ*

フ
ン
は
前
識
會
の
終
に
於
て
、選
攀
法
改
年
の
大

'問
.题
に

W

し
て

.政
麻
ょ

6
 

ポ
案
を
展
出

.す

1

の
し

i

公
約
し
、六
月

11:1

十
日
之

.を

行

し

X
.

M
議
.脅

の

普

.通

灘

擧

委

肩

會

を 

し
て
審
査
の
こ
と

t

當
ち

k

め
お

6

0
然
れ

と
，， P

ズ

リ

ア

ン

は

政

府

黨

同

志

に

ミ

ィ

ル

，
 

n

 

5

 

K
力

ミ
ィ

ル
♦
ぺ
 

>
 
タ
ン
、
レ
ォ
ン•ズ
I

ル
ゼ
"
ア

等

の

★

比
例

代

；爽
の
.有

力

な

る

反

對

驗

者 

ぁ
る
て

i

を
知
れ
る
が
辟
比
例
代
ま
錄
者
を
滿

r

ル
せ
し
む

.る
の
改
苹
讓
を
起
草
す
る
を
得
す
、
 

1

ノ 

/
九
日

®

識
會

U

臨
み
て
內
ぽ
の
政
離
を
龍
明
す
る
や
選
擧
法

，の

改
正
に
關
し
て
は
づ
、
 

.纖
舉
桃

4

選
舉
區
と
の
擴
張
を
必
要

i

し
、多
數
の
權
利
は

'政
權
の
基
礎

.な
，り

£

論

b
、少
數
满 

に
，は
を
の
意
見
を
發

S

す
る
の
機
會
を
與
へ
ざ
る
可
か
ら
卞
と
て
、政
府
の

.草
案
.に
て
は
少 

數

代

ま

の

主

義

：，を

是

離

す

可

しi

云
へ

i

故
に
デ
リ
ア

.ン
集
は

.1:

の
折
衷
案
な
と
云

か 

可
く
、大
選
攀
區

.，の

.制

度

は

之

を

採

用

し

て 

ー
»
 j

選

攀

區
i

な

せ

し
.P、

人

P

七

萬

若

く

は
®

I
.

け.：，

M
 

s

,

蒸
M

ザ
’

に
働
し
て

！

人
の
ホ
鼠
士
を
酣
當
ず
る
こ

-

^

に
定
.：

§
、

選
擧
人
は
選
舉
愿
の

S

員 

數
-

^

^

同
數
め
候
補
者
を

g

選
す
る
を
得
可
し
、且

供

選

し

得

可

き

，̂

集

積

投

票

は

禁

せ

ら

お
 

6

 

.

,

.案

め

特

色

は

員

酣

當

め

；方
.

法

に

現

轉

4

お
6

と
云
.

ネ
可
，く
、卽

ち

開

：票
の
：結
.

振
、先
づ
谷 

霉
記
名
簿
に
就

.

て
所
風

i
p

•

補
者
の
得
お
る

®

.

數
を
<

ロ
計
し
所

®

候
：g

あ
數
を
以
て
之
を
除
し 

y
:、

各
あ
滿
卽

A

各
政
.黨
 

'

の
平
均
得
點
を
明
に
し
：、次
に
.

選
擧
厚
®
に
於
け

る

.，

選
擧
權
所
有
者
の 

數

を

除

る

U

灘
出
織
廣
數
を
以
て
し
、か
く
し
て
得
セ
る
商
を
當
選
傘
，ぇ
な
し
、こ
の
當
選
率 

.

を
.以
て
各
政
黨
の
得
勵
を
除
し

て
、
そ
の
、商
と
同
數
の
議
肩

を

一
各
敝
黨
に
酣
當

す
る
こ
と 

i

なせろちル數黨ぷそ

9

平
均
得
謝
，當

選

串

に

逵

す

る

毎

に

鼓

に

j

人

の

譲

員

を

，選 

出
し
潘
る
サ

6

。

各
政
黨
ゆ
に
在
ろ

て

は
比
較
的
多
數
を
以
て
當
纖
蒋
を
，定
め
、な
ほ
览
員
に 

湖
，お
さ
る
源
は
、爾

餘
■

 

0

者
沖
：ル
得
K

多

き
4
 

S
v

ょ

順

次

缺

，員
を
柳
.充
ず
可
し
と
定
め
お 

A
V
O 

の
.

場
に
於
て
多
戯
傭
め
最
《
利

S
を
-

受
く
可
き
は
問
，

.

は
す
し
て
明
な

.
C
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:
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.
:
ス
义
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内
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案
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ざ
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普
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ハ
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一

十

四

の

比

例

代

ま

隐

者

は

、十

；一
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M
十
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m
修

案
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佛
陶
に
於
け
る
比
例
代

i
動

I 
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四
冗

^

5
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義
の
说
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法
に
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S
r
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î

 

f

c

.

加
へ
お
る
比
例
代
表
制
度

i

施
せ
ん
と
せ

k

.
'
部

ち

選

擧
 

人
は
投
票
用
紙

i
.
1

記
さ
れ
、
K

る
連
記
名
簿
中

1
1

就
て
、そ
の
順
序
を
棄

V

 

首
，位
に
記

r
o

1

h

 

る
候
補
者
に
優
先
權
を
與
へ
得
き
？
、克
に
角
何
れ
の
連
^̂
を
推
選
せ
る
や
を
明
に
せ
タ
る 

可
か
ら
卞

T
g

し
て
各
政
黨
に
識
庸
を
酣
當
す
る
‘に
は
ド

'
V

ト
案
に
依
る
可
し
と
の
修

}
^

を
主 

服
せ
-

^

o

.
然
る
に
比
例
代
表
論
者
は
、敢

て

潮

r

念
を
貫
徹
せ
ん

i

せ
卞
、急
進
主
義
者
中
の
反 

働
論
者

i

妥
協
せ
ん
こ
-̂
を
是
れ
努

；
§

委
員
會

.

に
於
て
修
疋
案
を
，撤
同
し
て
、®
選
制
度
を
採 

用
せ
る
が
上
、集
積
找
票
を
ダ
亦
許
す
こ

i

、
な
し
、旦
パ
デ
ン
ル
グ

H

を
し
て
當
選
離
員
分
酣 

に
ー
關
し
て
多
數
黨
に
頗
ぶ
る
利
益
あ
る
方
法
、を

提
P

せ
し
め
、之
を
以
て
委
員
會
の
成
案
と
な 

せ
6

0

 

,

そ
の
®

 

K

は
投
票
の
十
日
以
前
に
於
て
政
黨
を
し
て
殘
餘
鎭
廣
の
分

.

M

に
際
し
て 

連
.

：記
，
名

簿

の

提

携

(
a
p
p
a
r
e
n
t
e
m
s
t

 

v
e
r
s
c
h
w
a
g
e
r
g
g

 

p
o
o
l
i
n
g
)

を
欲
す
る

.

旨
を
屈
出
づ
る
こ

i

を 

得
：̂

し
む
る
に
在

6

。
靈
し
譲
庸
分
酣
に
際
し
て
、議
員
の
定
數
を
以
て
投
票
者
の
數
を
除
レ 

て
當
選
率
と
な
し
、次
に
各
政
黨
の
平
時
得
黯
を
算
出
し
、當
選
率
を
以
.て
平
均
得
細
を
除
し
て 

得
お
る
の
商

i

同
數
の
議
員
を
各
政
黨
に

f

f

i

當
す
る
は
、ズ
リ
ア
ン
案
と
ネ
差
な
し
と
雖
も
更 

に

殘

餘

の

識

廣

を

分

酣

す

る

に

方

ろ

，
て

は

先

づ

相

提

携

，せ

る

諾

政

，黨

の

.

得

票

の

端

數

を

<ロ
し

89

て

之
を
除
す

る
に

當
選
傘
を
以
て

し

て
、之
に
酣
當
す
可
き
議
員
數
を
定
め
、而
し
て
若
し
相
揚 

携
せ
る
猪
政
黨
の
得
票
を
合
せ

て
、
役
票
總
數
の
絕
對
的
多
數
に
達
す
る
蹄
は
爾
餘
の
議
席
を 

恶
く
之
に
與
へ
、然
ら
ぎ
る
，蹄
は

K

當
識
員
數
に
一
を
加
へ
お
る
數
を
以
て
各
政
黨
若
く
は
提 

携
せ
る
政
黨
の
得
點
を
除
し
そ
の
平
均
數
の
最
ダ
多
き
？
の
に
之
を
與
ふ
可
し

i

規
定
せ
6

0

 

規

，定

極

め
.

て
繁
雜
な

6

と
雖
も
そ
の
主
意
は
要
す
る
に
多
數
黨
お
る
急
®
主
義
南
派
に
利
せ 

ん
i

す
る
な
の
に
し
て
、此
例
投
票
の
主
義
と
相
蹈
る
こ
と
遠
し
と
云
、ふ
可
き
な

~
^
。

三

•

普
通
選
樂
委
員
會
の
審
査
結
了
し
て
代
議
院
は

"

千
九
百
十
一
年
五
月
二
十
九
日
ょ

6

選
擧 

法
改
正
案
の
討
議
を
開
始

じ

お

6
。

是
れ
ょ

-TV

先
こ

の
年
二
月
グ
リ
ァ

ン

内
閣
は

r
r

ム

ズ
，派 

S

究
せ
ら
れ
て
仆
れ

.

、翁
進
黨
出

.

身
の
元
老
院
副
議
長
を
ニ
、新
に
ほ
閣
議
長
と
な
選
擧
法 

の
改
正
に
全
力
を
傾
，例
す
可

レ

と

®
明
せ
し
が
、飛
行
機
：の
變
事
に
モ

n
,

の〜

傷
き

し

後
間

ダ
な 

く
"

六
月

1

一
十
三
日
代
議
院
に
於
て
信
任
を
臾

S

お
6

。
事
は
陸
，軍
官
制
の
問
题
に
關
せ
る
ダ 

賞
は
：前
日
卽
ち
二
十
ニ
日
に
於
て
代
議
士
ぱ
役
票
の

.

多
數
を
以

V

選
擧
す
可
し
と
の

' 

マ.タ
 

'グ 

ィ
V

ふ
：の
.

：’動

譲

、
代

，議

：
院

に

.

於
.V

 

ニ
百
二
十
三

.

に
#

す
る
二
百

.

®

千
一
卽
：ち
十
八
票
の
多
數
を 

厂，:r 

:
佛
國

i
せ
る
比
：例

i
述
軟V
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彿圓に，於け

K
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比
例
代
丧
運
動

/

あ
以
て
否
；

決
.： .，

さ
れ
.

ぜ
例

i
g

ま

制

度

一

が

原

則

と

し

て

，邀

認

せ

.

ら

れ

る

よ
6

、急
進
.

辰
6

比
：

列
.
.
.
*

I

.

I

H

に
し
て
モ
i

 

i

u

i

せ

し
S

、こ
の
I

I

し

た

る

な

ま

云
.

ぇ

纖

瓶

カ

ィ

ヨ
-

直
ち
，に

前

內

閩

を

卿

ぐ

改

造

し

て

新

内

閣
.

を
組
織
.

し

同

月

三

.
十

日

政

岡
 

を

發

表

す

る

にカ

ム

共
.

和

主

義

者.の
：全

部!

敷

し

て

養

成

し

，#
.
可

き

選

舉

法

改

正

を

實

行

す
 

I
P

. 

.
一
 
i

宣
日
し

，

f

 

多

數

，
の

信

任

を

得

.

お
.C

N

カ
ィ
3

. 

t

は
元
来
比
例
代
ま
制
度
の
賛
成 

論
者
な
ろ
し
ダ
、一
方
社
會
黨
神
に
保
守
派
ゲ
全
部
比
例
代
表
識
者
な
る
に
働
し
、他
方
急
進

¥

 

の
.

ぅ

-も

は

、
其

，
現

在

の

多

數

黨

に

不

利

な

，
る

を

認

め

て

極

力

え

，
に

反

：働

す
る
ダ
の
ぁ
i

隱
然 

,

內
閣
の
後
見
を
；以

て

任

る

n

ふ
デ
の
，如
き
、又

有

力

な

る

反

對

蕭

者

な

る

よ

ろ

、共
和
主
義
者 

.

全
#

養
.

成
，云
々
，.の
宣
言
を
，見

お

る

な
6

。
t

ヨ
ー
は

更

に

政

府

黨

中

よ
6

比
例
代
表
の
賛 

成

.者

：弁
.に
反

働

者
各

八
A

を

擧

げ

て
協

譲

を

遂

げ
し

め
、そ

の

結
栗

、代
識
院

談
員

は

連
記
.役
熟 

.
4

 
.

ま
ろ
て
之
を
選
出
す
可
し
乂
の
修
を
提
出
し
.デ
ュ

メ
I 

ニ

ル

更

にJsj

に
少

數

代

丧

を

兼
 

ホ
‘

の
，文

字

を
加
ふ
，可
し

A

發
識

し

お

ろ

。
連
記
投
票
の

.

譲
に
.對
し

て

は

ミ
ル
ラ
ン
、ジ
オ

.

I

レ
 

:

ダ

等

の
熱
Y

も
.
‘

な
る
反
纖
あ

6

し

.
.
p、

七
月
三
日
、
-

1
}
C
I

四
十
四
に
對
ず
る
三
百
三
の
多
數

を
.

以
て 

代
纖

院

は
之
を
群
れ
、更

に

デ

ュ
メ 
f

コ
ル

の
修
&
.
を
併

.せ
て
全

次
t

就

.て
採
決
せ
し

に

吗

に

I

P

ボ

'ン
-’
-
ポ
ゃ

V
.ホ
f
 

ぶぺ

.卞，，

‘.

ぃ
バ

M
:ベ
.り

ソ

.リ
ン
ハ

M
-
-
.
.
.
.
:
:
.
.
.
.
,

レ
ツ

：.：〈

I

,

. 

. 

I

藥
す
る
五
百

1

ハ
十
六
の
多
數
を
得
お

-
C
N。

次
で
パ
.ア
ン
ル
グ
エ
は
七
人
以
上
の
代
議
士
を
渡 

出
す
可
き
腐
は
之
を
兩
分
す
可
し
と
の
修
正
案
を
提
出
せ
し
に
、是
亦
，左
黨
協
議
會
の
成
案
な

.

6

し
を
以
て
七
月
六
日
！

 

I

西
三
十
九
に
對
す

る

三
百
三
十

一

の

多
數
を
以

’

て
可
決
さ
れ
お

6

0

 

こ
の
。ハ
ア
ン
ル
グ

H

の
修
正
動
譲
は
益
々
少
數

.

代
表
の

.

機
會
を
減
せ

.

^

と
せ
る
ダ
の
に
て
、比 

例
代
ま
諭
者

W

1

涉
は

I

ホ
よ
-

^

譲
歩
し
て

n

ム
デ
派
の
爲
に
漸
く

®

例
さ
れ
ん
と
ォ

6

。

义
選
擧
法
改
正
，の

S

礎
は
か
く
の
如
く
決
定
さ
れ
し
ダ
、力
ィ
ョ

I

内
開
は
徒

.ら
に
®
己
の
位 

地
を
.保

た

ん

こ

と

に

の

み

腐

心

し

、こ

の

公

約

を

揖

れ

お

る

、

S

如
く
な

6

き
。

而
ダ
首
相
が
外 

務
當
局
に

f
f
lら

す

して
！！；

‘

ロ

ツ

r
i
1
1
：

題

を

，解

決

せ

ん

と

せ

し

上

6
、：
^

レ
マ
ン

ゾ

f

よ
.
^
廣
明 

を
加
へ
ら
れ
遂
に
内
閣

S
...

冗

解

を

ホ

，
せ.

>
9

を
以
て
、千
九
！̂
十
二
年
一
月
十
六

H

急
進

.黨
よ

6
 

な

寧

ろ

民

主

左

黨

に

姬

，き

レ

ィ

モ

ン

。ポ

ア

ン

ヵ

I

レ
代
て
内
闇
を
組
織
し
、閣
員
中
に
前
首
相
，

ダ

U
, 

r 

V

ダ

I

ル

V

オ

..ア：

を

始

と

し

て

、
デ
ル
カ
ツ
セ
、
ミ

ル

ラ

、
ン

等

の

名

士

を

細

雜

し

お
6

。

ポ 

r

、イ

ヵ
I

レ
‘
は
十
五
年
来
或
は
演
説

'に
衝
は
論
文
に
、選
舉
法
改
正

I

の

必

，要

を

唱

道

し

て

、比

例
.
.

代
我
を
主
張
し
、現
.

に
千
丸
百
十
年
の
總
，選

攀

に

先

ち

て

.
.
p、

所
0

多
數
の
權
，利
な
る
ダ
の
は
そ
，
 

の
實
政
桃
を
掌
握

せ

る
，黨
派
の
利
益
を
擁
®
せ
ん

i

の
精
神
を
發
露
せ
；る
ダ
の
な
る
の
み
、こ：

,

'
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け
る
比
例
代
述
動
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.1ン 
ド ♦
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.り

.:..

傲
鶴
に
於
け
る
化
.例
代
.炎
述
.動
- 

.
ダ'
.
.
.
' 

.

.
©
h
a

れ

、卽
ち
代
議

政

體
を
他
解
せ

る

ダ
の
に

外
な

‘ら

と
險
述
し

4
^
6。

故
に
此
例
代
ま

偷
褒
ま 

大
に
.望
を
新
内
閣

に

囑

せ
し
ダ
、ポ
ァ
ン

.力
-
-

レ
は
そ
の
兼
任
せ

る

外
相
の

事

務

に

C
,殺
さ
，
t 

て
親
か
ら
選
擧
法
改
正
案
の
討
織
を
指
導
す
る
こ
と
を
爲
さ
卞
、ニ

 nl̂

千
四

日

1
%
腐
に

1C- 、

て
、
 

そ
の
方
針

..を
發
表
し
て
、政
府
は
飽
く

 

i
で
選
擧
法

.改

正

.案

を

成

立

せ

しひ
る

の

決

v§
を
有
す 

i
雖
タ
"而
ダ
そ
の
上
下
®
院
共
和
黨
多
數

の

j

敎
を
俟

て

成
立
せ
ん
こ

i
を
欲
す
る
ダ
の
な 

と

聲

明
し
お

6
.。

そ
の
新
法
案
の
提
出
を
遥

る

ヌ

の
に
向

て
は
、
假
令
如
何

な

る

提

宰

ん

/ 

と

も
現

.在
謝
織
中
の
ダ
の
と
等
し
く
代
議
院
の
抵
抗
に
遭
週
す
可
く
、解
決
の
骑

.機
ま
だ
到

K
 

せ
ざ
る
な

6
.と
答
へ
，お

'ん

> 
蓋
し
政
府
は
比
例
代
表
反
對
論
者
に
苦

め

ら

4
、

選
擧
法

'の

改

m 

を
傳
ぱ
タ
る
共
和
主
義
の
代
議
士
、約

！

一

百
^
^
ょ-CN 
9
每
に
會
れ
さ
れ
つ
、
あ

る

が

に
、
嗔
る 

そ

の

態
度
を

一

定
す

る

の
闽
難
を
感
ヒ
お

6

し
な

6

。n

ム
ズ
の

如
き
は

賞

に

大
勢
の

is 
く

 

定
ま
ら
ん
と
せ

る

六
月
丸

m

に
於
て
、急
進
派

の

.大
示
威
運
動
に
加
は

.

0
：

て
、
比
例

代

ま

の

主
義 

を
教

0 

選
擧
區
の
制
度
を
排
斥
し
、暗
に

ポ

ァ

ン

力
ー
.
レ

內

閣

の

旗

微

を

見

ホ

ん

ぱ

ま 

ホ

と

め

意

氣

を

示

し

お

-
^
。

'
政
府
の
こ
の
苦
衷
を
察
し
て
、進

ん

選

擧

法

改

正

案

の

討

議

，を
蘭
始
せ
し
は
，合
同
社
會
黨

I

I

i

I
j

I

[

I

の
.

首
簡
に
し
て
、比
例
代
夢
の
有
力
な
る
主
張
者
お
る

ジ
オ
！
レ
ス
な

み
き
。

ジ
オ
t

レ
ス
は

卽
ち 

一
月
二
十
三
日
の
識
會
に
於
て

^

^

相
ス
テ

1

ダ
の
原
案
維
持
説
あ

6

し
に
？

拘

は
ら
卞
、丸
十 

-

に
,

す
る
四
百
五

+

七

.
©
多

數

を
以
て
、
殘
餘
議
席
の
分
酣
に
際
し

V

各
政
黨
に
提
携
を
許 

す
の

條

一
?

を

否
決
せ
し
む
る
を
得
お

-O
S。

之
れ
勿

i
i

多
數
機
利
論
者
の

.

協
力
を
假
た

>
Q

が 

爲
に
し

V
"、

树
之

U

代
る
に
如
何
な
る
方
法
を
用
ぬ
る
可
き
や
に
就
て
は
、共
•和
主
義
者
各
派
の 

1

致
を
望
む
能
は
す
、前
年
六
月
二
十

r
r
m

 

V

ラ
グ
ィ
ア
ル
の
.絡
對
的
多
數
の
主
義
に
從
ひ
て
代 

識
士
を
選
出
す
冗
し
と
の
動
議
に
贊
成
し
お
ろ
し
、二
百
三
十
三
人
の
議
員
は
頒
と
し

y

動
か 

さ
，6
.

き
。
鼓
に
於
て
ジ
オ

I

レ
ス
は
、成
る
可
く

 

S
t

純
な
る
比
例
代
ま
制
度
を
採
用
す
る
の
可
な 

る
を
思
ひ

V

修
}： 2： i

案
を
提
出
し
、先
づ
赚

選
，擧
區
に
於
て
營
選
率
に
準
據
し
て
當
選
の

數
を
楚 

め
、
次
に
數
個
の
縣
選
擧
區
を

A

n

し
て
地
方
選
擧

M

と
な
し
、各
政
黨
得
票
の
端
數
を
加
へ
て
、そ 

の

合
計
の
多
少
に
應

y

殘
餘
の
購
廣
を
酣
當
せ
ん
と
せ
/ゾ

こ
れ
内
閣

.
議
長
の
從

'

兄

に

.
し

て
 

舉
出
會
員
お
る
數
學
者
ア
ン
リ
‘ポ
ア
ン

^

1

レ
の
主
張
せ
る
理
想
的
比
例
代
霧
制
度
卽

ち

，

役 

票
均

1

制
度
に
最
も
：
#

き
者
案
た

-C
S。

さ
れ
と
投
票
均
ニ
制
度
に
あ

6

て
は
、全
國
の
譲
員
の 

當
選
：串

を

T
定
.甘
ん
と
す
る
タ
の
、な
る
に
、ジ
ォ
ー
レ

.
ス
案
に
あ

6
 V

は
當
選
率
は
、選
擧
區
.毎
に

f

に
於
妙
る
比
例
⑥
ま
强
励
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縣
選
舉

|

|
と
地
方
選
舉

|
|
;ふ
に
於
て
《
亦

割

一

な

る

を

得
f
c
-る
な

6

.

0
但

し

ジ
ル

ー
レ 

ス
案
は
組

S

の
懇
備

せ
る
政
黨
の
最

ダ

利
と

す

る

所

な

る

に
？

拘

は

ら

す
、货
タ

に

す

.4
あ
ん 

i
 

☆
ほ
相
の
反
對
あ

か
、
比
例
代
表

論
.«
は

熱
心
に

之
を
養
成

：

せ

し
S

I
 

十

..二

日

I
T

百
三
し 

，四

に

*

す

る

ニ

百

八

十

九

の

多

數

を

以

，て

否
決
せ
ら
れ

お
i

-

：

.
鼓

に

於V

か
.
普

通

選

擧委
員 

會
の
成
案
ょ

6

、政
歡
提
携

許
可
の
規
楚
を

除
き

お
る
《

の
を
以
て

#

選
激
の
分
鹏

」

プ
法
を
走 

む
す
き

や

否
や

と
，の

問
題
を
尉
究
す

る

a

i

 

\

な

れ

る

が
：、M

:

の

方
法

i

は
卽

ち
、S

,

的
多
數 

を

得
お

る
®

政
黨
あ
る
糖
は
、殘
餘
の
纖
庸
を
悉
ズ

之
に
與
へ
、そ
の

.

,

な̂

き

腊
は
、谷

政
黨
に
酣 

當
せ
る
議
員
數
に

1

を
加
へ
之
を
以
て
そ
の
得
細
を
除
し
、か
く
て
得
お
る
平
均
數
を
對
照
し 

て
離
腐
を
酣
當
せ
ん

i

す
る
に
在

4

.

然
る
に
こ
の
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ア
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選
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條
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接

近

の
 

機
會
を
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.
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.勢

ま

1

4,
以
ド
を

..統

.瓶
の
位
地

i

危

ま

れ

た

後

繼

§

の
、
2

. 
;

 

 ̂

I 

ノ
力

ッ
ク
は

I

秋
下
ピ
レ
ネ

9

1

に
於
て
下
院
通
過
法

i

決
を
要

5

ん
と

I

織
を
提

"
"ギ

る

こ

ま

三

月

二

十

a

日
新

I

の
政
綱

|

ま
ず
る
お

f

、連
記
投

f

'少
數

*
 

表
i

を
折
廣
し
て
、選
擧
法
を
改
；

^

せ
ん
と
欲
す
と
の
希
望
を
述
べ
、選
攀
率
を
走
む
る
こ
と
に

2

.

然
.

反

對

せ
/

リ
ブ
T

て
此

例

代

表

制

度
S

ゾ
然
放
5

ら
れ
、且
千
丸
，
.

百

十
I

.

の
：
S

 

.

擧
は
‘

奮

法

の

下

に

施

行

：せ

ら

る

、
こ

と

、
な
ろ
と
ろ
。
 

‘

,

-I 
八

.

.

：

：

而

ダ

比

例

代
S

度
.

S

早
S

 

?

於
V

實
f

る
’

可
く
、f

昨

年

七
I

議
院
を
通
過 

，し
お
る
.

法
S

 

®

し
て
5

 

.一
 

J

ん
|

め
t

は
s

 

f

 

S

き

-

^

、i

人
に
得 

幾

を

？

こ
4

5

#

.

s

の

霊

際

し

て
■

 

2

携
|

す
.

と
f

以
て
、そ
の 

重
：な
.る

.，， P
.

の
と
.

な
す
可
し
。
.

白
耳
.

義

に

行

は

.る

、
ド

ン
.

ト

案

..と

雖

デ

勿

瑜

當

選

串

を

立

て

、
 

0

1

分

與

す
i

m

l

t

定

む

る

の

方

法

：聊
か
.

複

，雖

のW

算
を
.

要
せ
i

尤

ダ
S

定
員 

を

以

て

投
.

蕃
數
，を

除

し

て

當

選

率

を
'

走
む
る
の

.

方
法
は
、瑞

西
3^

於
て
疾
に
實
行
せ
る
所
な
る

j

 

5

ま

，®
 M

 V

は
®

?

 

f

-
K

な
る

«

の
.ょ
6

S

に
之
れ

I

I

I
II

II
I
I

1
||

I
1

m

を
與
ふ
i

.こ
と
 

>

 

な
，せ
6

。
次
に
供
選
に
就
て
ぱ
比
例
代
ま
偷
者
中
に

.

異
論
最
？
多
し
、浪
選 

論
.

者
は
、選
攀
人
の
自
由
を
唱
へ
て
止
ま
す

i

雖
ダ
，選
擧
人
は
：假

分

慑

選

し

得

す
i

ダ
各
連
記
，
 

か☆

德
に
就
て
取
播
ず
る
の

g

由
.

を
有
せ
る
な

6

。

抑
I

比
例
代
表
の
主
眼
と
す
る
.所
は
公
平
に 

を
谷
政
黨
政
派

.

の
間
に
分
配
せ
ん
と
す
る
に
在

6

、若
，し

'

®

:

選
を
許
さ
ん
か
、選
舉
人
は 

黨

ょ

ム

，一

人

を

拔

き

乙

.

黨
ょ
'

^
 

二
人
を
拔
き
更
に
丙
黨
ょ

6

一，
人
を
拔
く
可
く
、隨
‘

つ
て
そ
の
，
 

'役
票
は
無
意
義
の
も
，の
と
な
る
可
し
。：故

.

に
服
選
の
禁
止

.

は
比
例
代
表
の

1
8

理
上
必
至
の
結 

嚴
な
6

 

i

云
は
ざ
る
冗

>
T
V

す
、そ
の
ネ
を
許
可
せ
し
は
法
案
：の
妥
協
的
成
案
な
る
こ
と
を
表
示 

す
る
に
於
て
條
あ
み
と
云
ふ
可
き
な

6

-

。
之
：L

i

反
し
て
政
：黨
.

の
提
抑
を
許
可
せ
し
こ
と
は
、寧 

ろ
政
略
上
の
理
由
に

S

け
る
ダ
の
に
て
急
進
派
は
能
く
こ

‘

の
規
定
を
利
用
し
て
.各
選
擧
區
に 

於
て
、或

‘

は
右
翼
の
保
主
義
と
握
手
し
、或
は
を
翼
の
社
會
主
義
者
と
合
同
し
、以
て
依
然

i

し 

て
政
界
の
實
權
を
握
ら
ん

.

こ

を

期

せ

6

、而
i

焉
ん
ぞ
知
ら
ん
，保
守
主
義
者
、社
會
主
義
者

i

 

相
妥
協
し
て
以
て
愈
進
主
義
者
に
當
る
の

‘

日
'

な
き
を
。
旣
に
選
擧
法
の
改
疋
は
兩
派
の
熱
心 

主
‘ 

0

せ
：
る
所
に
し
て
、之

が有
力

！：：

&

る
反
對
論
者
は
急
進
派

.

ょ
6

出
セ
お

A

V

O

兩
派
若
し
、相
提 

携
せ
.

ぼ
、#

進
派
は
全

く

政
界
>

^

勢
か
を
臾

a

、往
银
の
溫
和
共
和
主
義
者
お

-

^

し
' 

今
の
進
步
黨

i

に
於
け
る
比
例
代
ま
述
動
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5.7

佛國に於ける

.

化
例
代
爽
運
爾
：

 

'
‘ 

’ 

，
.
：

と
そ
の
運
命
を
等
ぅ
す
る
に
ら
ん
。
勿
输

m

餘
議
廣
を
悉
く
過
ホ
數
の

.
‘

投
票
を
得

t

.

る
-

政
驚
若

く

は
提
携
せ
る
政
黨
に
與
へ
ん

i

の
.

議
論
は
倒

4
.

お

i

*
も
佛
國
の
選
擧
法
改
正

案
は
政
略
に
ょ
ろ
て
左
右

.

さ
れ
セ
る
妥
協
案
に
し
て
未
だ
以

V
.

完
全
な
る
比
例
代
表
制
な

6

 

i

云
、
可
か
ら
ざ
る
な

6

。 

,

.
法
律

成
立
後
間

ダ
な
く
、骨
て

代
議
院
の
普
週
選
擧
委
員
會
報
告
者
お

.

&

し

、
ァ

レ

グ

.
サ

ン

ド
 

ん
タ
デ

l
r
\

 

V

は
.

レ
論
文
を

f
y

ク
ン
細

U

寄

，せ

、

I
I

席
分
‘

g

に

：關

ず

る

法

案

の

ま

定

を

如

何

に
 

適
用
す
可
き
や
を
說
明
し
た
ら
。
今
そ
の
要
黯
を
記
せ
ぱ
鼓
に
六
人
の
織
員
を

選

出

ず

ぽ
き 

.
1

^

於
て

i

進
驚
は
.

0

萬

ニ

千
1
1
j

百
票
を
、®
會

黨

は

一

萬

六

千

六

百

票

を

保

守

黨

は 

四
寓
六
千
百
票
を
得
お

6

i

せ
，
ぱ
、投
票
仓
計
十
淡
五
千
票
に
達
す

可
く
、

六
を

以
て
么
を
除
す 

れ
ぱ
當

I

の
1

5

千
5

f

る
を
？

可
し
。

.

？

の
i

f

以
て
三
政
黨
の
得 

點
を

.除

す

れ

ぱ

悬

進

黨

は

二

人

の

購

員

を

得

て

七

千

三

票

を

鯽

す

可

く

、社
會
黨
は
一
人
の 

鎭
a

を
出
す
こ
と
を
ぢ
得
ナ
核
守
黨
は
二
人
の
議
員
を

.

得
て

！

.

.

萬
ブ
千
百
票
を
卿
ず
！

^

し
0
 

，次
に
殘
餘
鼠
賀
は

☆

何

に

之

を

分

能

す

可

き

や

と

，云
ふ
に
、急

進

社

會

の

兩

黨

，に
し
て
若
し
提 

携
を
豫
約
せ
ぱ
、雨
0

，の

ま

酣

當

得

點

の

合

1

寓
八
千
ニ
.

I

百

五

千

票

と

な
.0

當
選
率
を
へ
白
む

春

 

レ
^

^

^

^
旧

'
ほ

狀
敌
に
"

之

に

1

人
.

の
議
員
を
與
へ
、！^

均
數
の

.

多
.

き
社
會
黨
を
し
て
を
占
め
し
め
"更
に

 

'兩
派 

の
得
點
合
評
五
寓
八
千
九
百
.票
に
し
て
、總
投
票
の
過
半
數
を
趣
え
、而
し
て
南
派
の
得
お
る
簾 

員
ま
だ
過
半
數
に
，達
せ
ざ
る
だ
故
に
、兩

派

は
E

に
.一

人
の
議
員
を
得
、平
待
數

 

'の
針
算
.に
よ

，
6

 

て
.

急
進
黨
之
を
占
む
、可
し
。
故

.

に
結
局
兩
黨
揚
携
す
る
練
は
ぶ
！！
進
黨
は
三
人
、社

會

徵

は

I

人 

保
守
黨
は
ニ
人
の
議
員
を
酣
當
せ
ら
る
可
く
、若
し
之
に
反
し
て
、兩
黨
提
携
せ
す
隨
て
右
の
，如 

く
酣
當
す
る
能
は

.

ざ

る
特
は
"

平
均
數
を
算
出

.

し
、先
づ
社

.

倉
黨
に
、次
に
保
守
黨
に

r

人
の
.

麟
0
 

を
與
へ
、結
局
暴
進
黨
は
ニ
人
、社
會
黨
は
：
一
人
、保
守
黨
は
ニ

I

人
の
厳
員
を
得

l
5
>

し
。
.

こ
れ
：ダ
ァ 

ラ
ン
X

の
潇
文
に
、よ
れ
る
の
な
る
が
、更
に
比
例
代
表

.

の
他
の
方
法
に
よ
ろ
て
、同

一

の
場
合 

に
於
け
る
議
員
酣
當
數
を
算
出
せ
ん
に
.、ド

'
\

ト
案
に
，よ
れ
ぱ
進
ま
黨
ニ
人

(

社
會
黨

1

人
保
守 

.

黨
三
人
と
な
る
可
く
、平

均

數

の

算

出

，に

よ

る

策

端

數

の

最
ざ

多

き
：：：

ダ

の

に

識

诡

を

與

.
ふ 

4
^

に
将
節
を
合
せ
る
が
如
く
、何
れ
タ
鯽
條
織
ま

.

.

の
.分
酣
に
政
黨
の
提
、携
を
許

.
r
o

か
る
辟

i

同 

I
.

の
結
衆
を
見
る

l
Ê

し
。

故

に

政

黨

の

提

携

は

以

て

急

進

派

を

，利

し

得

可

き

が

如

‘き
S

お
し 

社
會
黨
と
保
守
黨
と
相
提
携
せ
ぱ
果
し
て
如

.

何
。
-他

人

に

擬

す

る

の

創

は

却

て

已

傷

く

，

こ
t

ダ
含
#

。V

 

/

.佛

に

於

け

る

此

柳

代

爽

駕

動
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i
i
p
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H
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抑
與
の
比
例
代
表
は
、先
®

物
故
せ
し
ァ
ン
リ
•ポ
ァ
ン
ヵ
I

レ
の
投
票
均
一
制
に
よ
る
に
あ
ら 

す
ん
ぱ
、到

底

之
.
W

實

現

ず
.

る
能
は
ホ
。

咋
年
六
月
ニ
，
日
.

白

1
1
:
3̂

義
.

に
於

V

擧
行
さ
れ
お
る
纖
選 

擧
に
於
て
ダ
投

w

_

1

7絶
數

！

一
 

百
六
十

J

萬
六
千
六
百
千
四
票
を
今
同

®

加
後

の
.
定
員
，百
八
十
六 

あ
に
等
分
す
る

W

は
ニ
萬

K

千
零
六
十
八
の
當
選
率
を
得
る
が
故
に
、え
を
以
て
各
黨
の
得
票 

を
除
す
れ
ぱ
、百
二
！
十
M

萬

吗

千

六

百

八

十

三

票

を

得

お

.る

舊

敎

黨

，
は

九
十
六
を

^

0

!由
黨
社
き 

黨
の
聯
命
軍
は
百

.

二
十
.

四
萬
五
千
五
百
八
十
六
票
を
得
お
れ
，ぱ
八
十
九
名

M

督
良
主
黨
ぱ
ニ 

寓

1：}-

丸

百

六

十

票

を

得
犯

れ
ぱ
一
名
の
購
員
を
酣
當

さ
れ

、
®

千

三

百

八

十

五

：票

を

得
f

c

る

無 

所

厕

は

代
*

者

な

く

し

て

止

む
可

き

計
®

な

る

に
，#

實
t

於

て
は

舊
敎
黨
百
一
人
、自
由
黨
及 

.

社

：會

黨

八

十

七

人

、
某
：
營

S

生
黨
ニ
名
の
當
選
を
見
お

6

、卽
も
奮
敎
黨
は
票
數
に
於

.

て' 
は
自
由 

驚
.

社
會
黨
の
聯
<ロ
軍
よ

み

ダ

丸
寓
九
千
零
丸

+

七

票
の
多
數

な
；
^

ぱ
、七
名
の
多
數
の
議
員
を 

有
す
可
き
嘗
な
る

に
，、
十

g
f

名
の
多
數
を

占
.，：；}

る

に

至
れ

ム：。

鼓

に

於

>

 

か
©

由
黨
社
會
黨
は 

選
擧
法
改
正
の
必
要
を

'

唱
ヘ
、比

例

代

ま

の

原

■

を

傲

底

せ

し
；§

よ

と

絶

叫

せ
.C

N
U

 

し
て
比 

ま
.

の
原
ル
を
徹
底
せ
ん
と
せ
ぱ
、投

票

均

j

制

，に

據

る

の

外

な

し

。

役

票

均

j
.
.

制
は
牵
國 

に
適
用
す
可
き
當
選
串

j

定
せ
-

と
す
る
ダ
の
な
れ
ぼ
、

,
1

見
S

だ
煩
雑
な
る
手
續
を
要
す

j
J
8
^
-
=
.
g
^
i
g
£
-
F
r
-
r
-
E 

ニ 

I 

-

-

-
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_
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_
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_
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69

る
が
*f

 

く
な
，る
ダ

®

て
然
ら

#

N。

假
ろ
に
當

.

選
，率
を

j

寓

五

，千

票

と

し

、
其

S

擧

區

ぼ

於

て
 

黨
.

は

，五

萬

票

乙

黨

は

，
：四

萬

五

千

票

闲

霞

は

E

萬

一

千
票
、丁

黨

は一

ニ
萬！ 

I

千

票

を

得

サ
6

と
.せ 

轉
甲
黨
は
.

三

人

の

議

員

を

出

し

て

五

千

票

を

剩

し

、：乙

黨

は
S

人
を
出
し
て
、千
M

を
剩
し
、闲
黨 

は
二
人
を
出
し
て

' I

寓
千
票
を
剩
し
デ
黨
は
二
人
を
出
し
て

I
!

千
票
を
剰
す
こ

i

、
な
る
可 

し
さ
て
こ
の

f

e

數
を

v
g

何
に
處
分
す
可
き
か

i

云
ふ

y
/

各
黨
共
に
全
國
に

M
 

6

て
そ
の
.

端
- 

數
，を

A

a

計
し
、假

6

に

H
-

黨

端

敷

の
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萬

，票

』

達

せ

ば

十

人

の

購

員

を

之

に

與

へ

、
か

く

 

, 

そ

投

察

數

の

多

き

候

.

柳

者

ょ.
-

0
.

順

次

當'
選

者

を

定

む
：：

れ

ぱ
.

可

，
な

ろ

0
:
,

但

し

こ

の

：
投

辦

；均

.I

姆
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總
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を
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^
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ら
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れ
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敢

て

黨

派
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黨
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せ
る
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反
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茵
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を
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を
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固
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を
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？
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選
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を
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總
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/

<
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ら
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入
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熱
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